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それぞれ 211および 29個の糞便からゲノム DNAを抽
出し，脊椎動物の Cytochrome b（Cytb）領域を増幅す
















的 mtDNA マーカーを開発した。これらの mtDNA
マーカーを，フラグメント解析により検出した結果，エ
ゾヤチネズミの検出頻度が平均 49.0%となり，網走市
八坂および斜里町ウトロの両調査地において最も高頻度
で検出された。また，ヒメネズミ，ドブネズミおよびエ
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ゾユキウサギの検出頻度は，それぞれ 5.1%，9.0%およ
び 23.7% となった。これらの動物種は，近藤（2013）
による同一サンプルを用いた糞分析では検出されておら
ず，本研究において新たな餌資源として同定された。
従って，糞由来 DNAを用いた食性解析法は，顕微鏡を
用いた手法よりも高感度で被食者が同定できた。また，
エゾユキウサギの検出頻度は，八坂およびウトロにおい
て，それぞれ 37.4%および 10.3%となり，その捕食量
には調査地による食性の差異が認められた。
結 論
本研究ではキタキツネゲノムから初めてマイクロサテ
ライトマーカーを開発し，その有用性を明らかにした。
加えて，糞便の種同定およびキタキツネ被食者マーカー
を開発し，それらの糞由来 DNAを用いた分子生態学的
研究への有用性を示した。
審査報告概要
本研究は，キタキツネにおける分子生態学的な研究の
ための遺伝マーカー開発を目的として，同種ゲノムから
の多型マイクロサテライトマーカーの開発とそれらの
キャラクタライゼーション，開発された新規マイクロサ
テライトマーカーにおける糞由来 DNAを用いた有用性
の評価，被食動物特異的な遺伝マーカーの開発，ならび
にそれに基づく糞中被食者由来 DNAを用いた食性解析
法の確立を検討したものである。その結果，キタキツネ
のゲノムから初めてマイクロサテライトマーカーを開発
し，その有用性を明らかにしている。加えて，糞便の種
同定およびキタキツネ被食者マーカーも開発し，それら
の糞由来 DNAを用いた分子生態学的研究への有用性を
示している。これらの研究成果などを詳細に検討した結
果，審査員一同は博士（生物産業学）を授与する価値が
あると判断した。
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